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研究成果の概要（和文）：国民国家の境界管理イメージを超えて、欧州では共通外部国境管理機関により、超国
家的地域統合の国境管理が集権化する傾向がある。米国では連邦で移民規制の集権化が追求される一方、地域で
移民規制に対しての例外措置を堅持する聖域都市sanctuary cityとの間に厳しい緊張が生まれている。境界維持
のメカニズムがスケールにより分化する一方、国境における捜索活動が難民の救難のものか、検挙と排除のため
のものかという両面性を持ち、また米国の移民若者の暫定的正規化策も包摂の政策であると同時に個人情報の提
出により、排除策の側面を持つなど、境界機能の両義性の矛盾の深化が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：We found rescaling of border/boundary control mechanism in diverse regional 
context. In EU, FRONTEX has accelerated the integration of border and coastal surveillance and 
intervention mechanism and established a unified body to execute their mission. In contrast, while 
the U.S. the federal government pursues integration of immigration enforcement function, Sanctuary 
Cities try to protect human rights of irregular immigrants within their domain. This project found 
boundary maintenance mechanism differentiates by the level and scale of social units. Meanwhile, 
border/boundary have shown double sided functions in human rights. In Mediterranean Ocean, the 
rescue mission of refugee boats may have the role of catch and push them back to African coast. The 
registration of irregular young undocumented immigrants in the U.S. may leads to having them under 
control of immigration agency. This project identified the deepening contradiction of dual functions
 of border control.    
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
グローバルな規模で越境的な人間の移動が拡大する今日、国境や社会的境界の機能が問われているが、それが流
れを阻止するか、開放的であるかという両極端な把握に陥りがちである。本プロジェクトは、EUの共通外部国境
と国民国家の諸国境、そして合衆国南部の国境管理と国内での地域的な社会的対応の差を検討することを通じ
て、現代の境界維持活動が、実は人々の権利の保護活動が逆説的に社会的な排除や統制につながるという二面性
を持ちうること、また社会の各単位の水準と規模によってその作用に大きな多様性があることを明らかにした。
 



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
申請当時、2015 年夏以降、急激に展開したシリアから西バルカン地域を陸路移動した EU へ

の難民の流れは、1990 年代以来絶えず拡大してきたグローバルな人間の越境移動がもたらす、
受入れ社会の直面するジレンマを劇的な形で表出させた。この深刻な危機を踏まえ、代表者は
より受入れ社会における社会的な境界維持のメカニズムの長期的で多面的な変貌を捉えること
を重要な課題として設定した。 
現代世界における移民・難民の移動の大規模化・加速化は、各地域の国家に越境者の選別的

受け入れと排除を大きな課題として突きつけてきた。移民政策研究においては、一方で移民・
難民申請者に対する入国/越境と非正規滞在への取締りの厳格化に関しての研究が 9.11 事件以
降次々と発表され、安全保障の論理との結合の中で移民政策の安全保障化という大きな潮流が
形成されてきた。他方、新自由主義的な傾向の中で、IT をはじめとする高度技能移民の受入
が国際競争によって拡大し、これら移民の機能、選抜基準、そして国内労働者への影響などを
めぐっての研究が 2000 年代初めから確実に増大してきた。対照的な移民政策の二大潮流に関
して、その内部で論争が続いているが、この 2 つを切り結ぶ議論は未だに極めて限られていた。
しかし、EU 難民危機での受け入れの正当化におけるシリア等の難民の能力の強調、合衆国で
の移民改革論争における高学歴移民の先行的な部分合法化など、直近の重大な変化が示すのは、
この 2 つの領域を連関づけた研究が現代移民・難民政策を総合的に理解する際に不可欠なもの
になっているという認識を持つに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、移民・難民申請者への規制厳格化と技能移民を求める積極戦略という 2 つ

の潮流が複合して形成された選別システムが、入国ゲートにおける点的なものではなく、一方
では国内において継続する多段階的な選別的受入れによる内部化と、他方では国外（出身国・
中継国・隣国）での事前選別という外部化を含む重層的なものと捉えた上で、その具体的な動
態を、政策文書分析を超えて、実証的に 9 ヶ国での現地調査と越境的な多地点調査によって分
析することにある。（I）移民定住化を抑止する政策からの転換と, (II)国民国家による国境管理
中心型からの移行、この 2 重の変動過程が、技能労働力市場の編成、定住化移民の社会統合過
程、そして越境的な移民・難民の移動パターンと多国間関係をいかに変容させているかについ
て、代表者らは以下の具体的諸点を焦点として分析することを目的として設定した。 

 
（１）異なる移民選別原則(能力主義、安全保障、人権規範)が交錯するとき、どう具体的基準

が構成され、いかに正当化されるのか（例：難民の内の誰が受け入れられ、非正規のど
の部分が正規化されるか）。 

（２）①＜積極的に外部から誘致される技能移民＞と②＜国内ストック（非正規移民、庇護申
請者等）から選別された技能移民＞の間に、技能基準と労働市場上の構造的地位でどの
ような差異化があるか。 

（３）出移民抑制のための送り出し/中継諸国との共開発 co-development（移民抑制が交換条
件）の合意内容と実施体制の検討：各地域の重要事例に焦点を当て実施。 

（４）EU 機関など超国家的な境界管理機能による移民・難民の流れの変動、この政策をめぐ
っての境界隣接国・中継国と目的国、さらには地域統合機関との間の連携、難民認定の
選別の論理と域内再配分をめぐる能力主義基準の影響。 

 
３．研究の方法 
本研究は、各国の移民・難民の選別システムが変容する際の影響の共通項と多様性を解明す

るため、I.伝統的移民国(合衆国・オーストラリア)、II. 政策統合を進めるヨーロッパ国民国 

国家群 対象国 再規定された類型の特性 新たな研究の焦点 

I. 古 典 的

移民国家 

合衆国 積極的移民政策の持続と近年

の非正規移民の排除戦略の矛

盾の深化 

移民改革の遅れの中での高度技能への長期ビザ、 

若年高学歴非正規移民の措置効果 

豪州 技能移民定住化への社会的反発、海外規制・収容施設 

II. 

統合されつ

つ あ る ヨ ー

ロッパ国民

国家 

 

a 

イギリス 長期定住移民を 90 年代以前

に抱え、EU 移民政策を新自由

主義的原則で主導 

選別移民制度の新規加盟国・EU 域外移民への作用 

フランス 非正規移民に対する各雇主・主導の正規化の制度化 

ドイツ 難民大量受け入れと技能労働選好のジレンマの構造 

EU 共通政策 難民危機をめぐる共通外部国境政策と支援の調整機能・共通技能移民政策 

b 

 

イタリア 境界国家としての役割分担と

高齢化の中での定住化 

移民規制の厳格化と定住化策への南北地域の差異 

スペイン 国境管理の EU 化の圧力と統合政策の地域構造 

III. ア ジ ア 後

発受入国家 

韓国 競争力強化の必要と急激な高

齢化の中での移民受入れ 

選別政策とエスニックな還流の受け入れの複合 

日本 公式の就労・定住化策のない中の研修生・特区誘致 



家（英国、フランス、ドイツ、スペイン,イタリア）、Ⅲ.アジア新興受入国（韓国・日本）とい
う移民政策に関して歴史的に大きな差異を持つ国家群について、その各グループ内部での質的
な差にも考慮して比較していく。政策担当者、その影響を受ける移民やその支援者への現地で
の聞き取りに基づいたデータを各地域の担当班で検討した後、全体研究会で比較対照すること
で、システムの変動の共通項と差異を段階的に解明していく。また、難民危機研究チームと後
発的移民国チームを置き内外の政策課題に対応した分析を行う。最終年度である 2018 年度に
は海外研究者とも討議し、国際的水準での分析の客観化と成果の発信を図った。 
 
４．研究成果 
本プロジェクトの 3年間の成果は、大きく 4つ挙げることができるだろう。 
 

（１） EUにおける難民危機に対するEU機関の組織的な反応についての内在的な理解の進展と、
各国における国家、地域レベルでの反応の持つ複合的なプロセスの解明。 

（２）トランプ政権による非正規移民に対する新規制の社会的影響についての実証的解明。 
（３）日本における技能実習制度の変容、過疎地域における国際移民の受入れ政策の傾向の分

析を踏まえた、入管法改訂作業に関しての分析。 
（４）トランスナショナル研究における国際的な研究者 4名を招へいし、科研費メンバーを中

心とした日本側研究者 7名のカウンターパートによる日・北米・EU の 3大地域間比較に
より、現代における国境と社会的な境界がどのように越境的な社会過程と交差しそれに
影響を与えているかについてのシンポジウムの開催とそれを通しての成果発信。 

 
第 1 に、EU 地域については、小井土、柄谷、堀井、久保山の 4 名で、ワルシャワの EU 共通

外部国境管理機関 FRONTEX 本部を訪問し、EUにおける国境管理の実情をその諸設備とともに視
察し、関係者 9名から聞き取りを行った。この成果として、EUにおける国境管理が、確実に統
合度を増し、情報の共有システムが高度化するとともに、単に情報や運営のみならず、従来の
各国の国境警備部隊、海上監視機関、海軍等の調整による共同行動から、常設の国境管理部隊
European Border and Coastal Guard の創設が準備されることで、国境管理のリスクに迅速に
対応する体制が整備されつつあることが具体的に了解できた。その一方、ヨーロッパの人権 NGO
の諸機関がワルシャワで強化されつつある国境規制に伴う排除的な論理に対してのフィードバ
ックをかける交渉を持ち続けていることにも注目した。これを受けて、ドイツにおいては小井
土は、連邦内務省・同労働省と国境管理を担当する連邦警察を訪問し、難民の大量受け入れに
対して、同国がユーゴ内戦以来形成してきた大量の難民への対応能力を動員しつつ、効率的に
受入初期段階を処理したうえで各地に分配するシステムを構築していることがわかってきた。 
2017 年度に継続調査をブリュッセル等で実施した堀井は、EUにおける難民の構成各国間の分

配の調整は進展せず、ハンガリーなどの拒絶によって、危機発生直後に提案された配分機能は
破綻したと判断した。他方、小井土は 2017 年春の調査で、ハンガリーから旧ユーゴのクロアチ
ア・スロベニアを訪問する中で、UNHCR や各地の NGO、研究者からの聞き取りを実施し、現地の
観察者の理解として 1）2015 年夏以降の西バルカンルートでの大量陸上移動は、2014 年末ごろ
から密入国斡旋業者によるパイロット的な難民の移動の結果を受けて、これら業者が展開して
きた可能性が高いこと、2）これらの難民の移動自体もセルビア、クロアチア、スロベニアなど
のシェンゲン国境の周辺国の利害により回路づけられており、将来のシェンゲンへの編入や EU
への加盟を期待する国家の思惑や、観光地の利害や密入国斡旋業者との癒着などが背景にある
こと、などが明らかになった。この地域的な構造の難民への対応について、2018 年の調査では、
秦泉寺はランペドゥーサ島等の持つ離島としての歴史、観光地としての発展、そして難民の墓
所としての記憶が重層的に島の政治を規定し、その中で「難民危機」への対応が作られており、
必ずしも本土の排外主義的政党の意図と一致するものでないことを調査より指摘した。 
第 2に、合衆国に関しては、小井土・飯尾による LA及び国境地帯での調査により、トランプ

政権の成立後の現状として、下記が明らかになった。1）裁判所、地方自治体の役所、教会など
の移民たちが集まる公共の場をターゲットにする検挙戦略が展開している。2）国境地域の警備
隊が、聖域都市 sanctuary city とも呼ばれる LAにまで展開し移民住民に不安を与えている。3）
オバマ政権が開始した移民若者への暫定的合法措置としての DACA に対してトランプ政権が戦
略的ともいえる曖昧さを継続することによって不安の高まりとともに、これら若者移民たちの
抵抗運動も強化され、一方内部での運動方針における微妙な意識の差や対立も発生している。4）
ブッシュ、オバマ政権期に検挙された非正規移民たちは、検挙の大きなダメージを受ける一方、
追跡調査の中でその検挙の時期や個々のケースで受け入れる暫定的な法律措置によって上昇下
降における差が激しく、それから漏れた人々はインフォーマルセクターで働き続けるなど、階
層的下落も経験している。 
第 3に、日本とアジアに関しては、上林、惠羅は技能実習生の送り機関をベトナム等で訪問

し、そこでの対日送り出しのための施設の構築や訓練プログラムが日本企業と連動しながら発
展しており、まさに越境的な労働力養成供給システムが構築されつつあることを明らかにした。
惠羅はさらに、フィリピンの送り出し地域での調査を通じて、技能実習生を養成しながら 3年
での帰国が義務付けられているために、中東地域やオーストラリアに流出し、さらには中国系
の建設総合企業などによって利用されるなど、日本の養成した人材の無自覚な流出構造が形成



されていることを解明した。他方、鈴木は、2018 年に入り活発化した出入国管理法の改訂議論
と作業について、諸官庁に聞き取り調査を実施した。その調査結果を踏まえて、議論の活発化
と注目が高まるにつれて、「移民政策」を取らないという従来の方針との齟齬を指摘される中で
「移民政策」的な側面が抑制され、厳格な規制の要素が強調されことを鈴木は指摘する。結果
として、永住許可のガイドラインの厳格化や、新組織内に予定されていた「共生部」という部
局を断念し、「不法滞在者対策」が強調されるなどの事実を発見した。そこからは、旧来の方針
との一貫性を外面的に演出するために、政策が迷走しかえって分裂症化する姿が浮き彫りにな
った。 
第 4 に、10 月 27―28 日の 2 日にわたり、T.ファイスト（ドイツ）、R.C.スミス（合衆国）、

E.サンチェス（スペイン）、R.アラルコン（メキシコ）、P.クッチッタ（イタリア）という現代
の代表的な国際移民研究者を招聘し、一橋大学で国際シンポジウム「トランスナショナル化と
国境/境界規制」を開催して、3つのパネルで北米、EU、日本とアジアの 3大地域における移民
難民のトランスナショナルな移動とそれに切り込んでくる国境や社会的・政治的な境界規制の
影響について討議した。この中で、3 地域に共通する傾向としての、管理の強化のみならず、
移民規制における政体 polity の倫理的道義的な正当化と非倫理的な排除的統制の両側面が、
様々な形をもって各地で展開していることが指摘された。例えば、地中海域における難民の支
援と非正規移民の排除捕縛の戦略の混在と両義性や、アメリカ合衆国における全国的な統制強
化と地域的な聖域都市のネットワークのスケールを異にする併存など、3 つの地域とその内部
の諸国家レベルでの、越境的な移動に対してのスケールと志向性の異なる統制主体の影響の多
様性が比較分析を通じて明らかになっていった。その中で、日本の政策の転換にも各国参加者
から大きな注目と関心が寄せられ、それに対する外部の視点からの多くのフィードバックを受
けることが可能となった。 
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